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新年のごあいさつ新年のごあいさつ

臨時総代会開催臨時総代会開催

農業共済功績者等・永年勤続者・農業共済功績者等・永年勤続者・
農業経営収入保険事業功績者並びに農業経営収入保険事業功績者並びに
建物農機具共済事業推進功績者等表彰建物農機具共済事業推進功績者等表彰

総代選挙・損害評価会委員改選総代選挙・損害評価会委員改選

「環境負荷低減のチェックシート」ご協力お願い「環境負荷低減のチェックシート」ご協力お願い

各共済事業からのお知らせ各共済事業からのお知らせ

ここ、いかっぺよ！『笠間市 愛宕山』ここ、いかっぺよ！『笠間市 愛宕山』

いま、いかっぺよ！「かわちイルミネーション」いま、いかっぺよ！「かわちイルミネーション」

主 な 内 容



あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。令

和
７
年
の
新
春
を
迎
え
、
組
合
員

の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
ご
健
勝

の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
農
業
保
険
事
業
の
実
施
に
あ

た
り
、
組
合
員
の
皆
様
は
じ
め
関
係
者

の
皆
様
に
は
格
別
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
こ
と
に
厚
く

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
1
月
1
日

に
能
登
半
島
で
最
大
震
度
７
の
大
地
震

が
発
生
、
能
登
半
島
以
外
に
も
4
月
の

豊
後
水
道
、
8
月
の
日
向
灘
で
震
度
６

弱
以
上
の
地
震
が
発
生
し
「
南
海
ト
ラ

フ
地
震
臨
時
情
報
」
が
発
表
さ
れ
ま
し

た
。地

震
復
旧
半
ば
の
9
月
に
も
能
登
半

島
地
域
に
お
い
て
豪
雨
災
害
が
発
生
し

二
重
の
災
害
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
7
月
か
ら
9
月
に
か
け
て
の

豪
雨
被
害
や
台
風
10
号
の
影
響
な
ど
で

河
川
の
氾
濫
、
土
砂
災
害
が
発
生
し
10

月
下
旬
ま
で
続
く
猛
暑
も
重
な
り
災
害

の
多
い
一
年
で
農
業
分
野
も
甚
大
な
被

害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

近
年
、
常
態
化
し
て
い
る
異
常
気
象

で
す
が
、
本
組
合
で
は
農
業
者
が
安
心

し
て
営
農
を
継
続
し
て
い
け
る
よ
う
サ

ポ
ー
ト
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
自
然

災
害
の
備
え
と
し
て
農
業
共
済
に
加

え
、
収
入
保
険
で
は
自
然
災
害
の
み
な

ら
ず
、
さ
ま
ざ
ま
な
リ
ス
ク
に
よ
る
収

入
の
減
少
に
対
応
し
、
農
業
経
営
を
支

え
て
い
く
こ
と
が
可
能
と
な
っ
て
お

り
、
本
組
合
は
農
業
保
険
の
機
能
を
十

分
に
発
揮
し
、
農
業
者
の
基
幹
的
な
セ

ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
と
し
て
の
役
割
を
果

た
せ
る
よ
う
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。Ｎ

Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
で
は
、
全
国
運
動
と
し

て
「
未
来
へ
つ
な
ぐ
」
サ
ポ
ー
ト
運
動
、

「
よ
り
身
近
に
、
よ
り
丁
寧
に
、
農
家

の
も
と
へ
」
を
行
動
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲

げ
、「
安
心
を
す
べ
て
の
農
家
に
届
け

よ
う
」
を
運
動
目
標
と
し
、
各
地
域
で

多
様
な
営
農
が
展
開
さ
れ
て
い
る
中

で
、
組
合
員
の
皆
様
が
求
め
る
補
償
も

そ
れ
ぞ
れ
異
な
り
ま
す
。
農
業
経
営
の

基
盤
を
固
め
た
い
方
や
、
新
た
な
一
歩

を
踏
み
出
そ
う
と
さ
れ
る
方
々
の
支
え

と
な
れ
る
よ
う
、
皆
様
の
経
営
に
沿
っ

た
補
償
を
提
案
さ
せ
て
い
た
だ
く
所
存

で
す
の
で
、
今
後
と
も
ご
理
解
と
ご
協

力
を
賜
り
た
く
存
じ
ま
す
。

結
び
に
、
新
し
い
年
が
皆
様
に
と
り

ま
し
て
健
康
で
希
望
に
満
ち
た
素
晴
ら

し
い
一
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
、
心
よ
り

ご
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、
新
年
の
あ
い

さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

組
合
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理
事
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司
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可決された議案

議案第１号　�果樹共済（なし）危険段階別基準共済掛金率の設定
について

議案第２号　�畑作物共済（大豆、かぼちゃ）危険段階別基準共済
掛金率の設定について

　

令
和
6
年
10
月
23
日
に
総
代
58
名
（
書
面
議
決
書
１
１
４
名
）

の
出
席
を
い
た
だ
き
、
小
美
玉
市
四
季
文
化
館
み
の
～
れ 

風
の

ホ
ー
ル
に
お
い
て
臨
時
総
代
会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　

議
長
に
は
桜
川
市
の
堀
田
弘
総
代
が
選
出
さ
れ
、
提
出
さ
れ
た

果
樹
共
済
（
な
し
）
危
険
段
階
別
基
準
共
済
掛
金
率
の
設
定
に
つ

い
て
な
ど
２
議
案
は
、
質
疑
応
答
を
交
え
慎
重
審
議
の
う
え
す
べ

て
原
案
ど
お
り
可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

農
業
共
済
功
績
者
等
・
永
年
勤
続
者
・

農
業
経
営
収
入
保
険
事
業
功
績
者
並
び
に

建
物
農
機
具
共
済
事
業
推
進
功
績
者
等
表
彰

　

令
和
６
年
度 

農
業
共
済
功
績
者
等
・
永
年
勤
続
者
・
農
業
経
営
収

入
保
険
事
業
並
び
に
建
物
農
機
具
共
済
事
業
推
進
功
績
者
等
が
表
彰
さ

れ
ま
し
た
。

　

農
業
共
済
事
業
に
お
お
き
な
功
績
の
あ
っ
た
役
員
等
お
よ
び
共
済
事
業

に
尽
力
い
た
だ
い
た
永
年
勤
続
役
職
員
等
に
表
彰
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
農
業
共
済
功
績
者
表
彰
　

　

柳
町　

政
広
（
稲
敷
市
）　　
　

川
村　

忠
昭
（
河
内
町
）　　
　
　

　

宮
本　

英
城
（
美
浦
村
）　　
　
　

　
農
業
経
営
収
入
保
険
事
業
表
彰
　

◎
全
国
農
業
共
済
組
合
連
合
会
長
表
彰

　

峯
島　

勝
則
（
那
珂
市
）　　
　
　

　
永
年
勤
続
者
表
彰
　

　

塚
本　

輝
雄
（
牛
久
市
）　　
　

野
原　
　

守
（
稲
敷
市
）

　

木
村　
　

順
（
茨
城
町
）　　
　

島　
　
　

榮
（
城
里
町
）

　

齋
藤　

和
男
（
大
子
町
）　　
　

　
建
物
農
機
具
共
済
事
業
推
進
功
績
者
等
表
彰
　

◎
全
国
農
業
共
済
協
会
長
賞

　

飯
田　

益
巳
（
笠
間
市
）　　
　

小
池　

一
夫
（
つ
く
ば
み
ら
い
市
）

　

小
松
沢
崇
郎
（
阿
見
町
）　　
　

小
更　

忠
男
（
河
内
町
）

◎
関
東
地
区
農
業
共
済
建
物
推
進
協
議
会
長
賞

　

中
川　

茂
雄
（
土
浦
市
）　　
　

米
井　
　

淳
（
取
手
市
）

　

宮
島　
　

敏
（
つ
く
ば
市
）　　

竹
岡　

恒
夫
（
つ
く
ば
市
）

　

鈴
木　

恒
男
（
美
浦
村
）　　
　

浅
野　
　

清
（
美
浦
村
）

　

鈴
木　

浩
二
（
美
浦
村
）　　
　

◎
茨
城
県
農
業
共
済
組
合
連
合
会
長
賞

　

渡
辺　

政
夫
（
笠
間
市
）　　
　

白
澤　

一
郎
（
笠
間
市
）

　

大
森　

計
治
（
常
陸
大
宮
市
）　

笠
井　

克
美
（
常
陸
大
宮
市
）

　

木
村　

一
雄
（
常
陸
大
宮
市
）　

片
岡　

勝
男
（
常
陸
大
宮
市
）

　

川
上　

利
一
（
常
陸
大
宮
市
）　

箕
川　
　

清
（
那
珂
市
）

　

久
保
田　

実
（
小
美
玉
市
）　　

宇
津
野
幸
一
（
小
美
玉
市
）

　

岡
村　

廣
昭
（
大
子
町
）　　
　
　

　

�

（
敬
称
略
）

令和6年度

臨
時
総
代
会
開
催

組合長あいさつ議長を務める桜川市の堀田弘総代
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総代（定数182人） 
○総代の定数は182人と定款で定められています。
○ 総代は、組合員（農家）の代表として共済組合の最高意思決

定機関である総代会で事業計画及び予算など組合運営の方向
を決める大切な役割を担っています。

○ 総代は組合員の中から立候補または推薦によって候補者とな
ります。各選挙区で候補者が定数以内の場合は無投票当選と
なります。

○ 総代および総代を推薦する人は組合員である必要があります。
○ 任期は令和7年4月1日から令和10年3月31日までの3年間です。

総代選挙のスケジュール 

令和 7 年
2 月21日（金） 総代選挙公告
2 月21日（金） 立候補届または推薦届の提出
　～ 3 月13日（木） 15時　
3 月14日（金） 候補者の公告
3 月16日（日） 選挙の期日（定数を超えた場合）
　 9 時～ 17時 
3 月17日（月） 当選人決定の通知
3 月17日（月） 就任承諾書の提出
　～21日（金） 
3 月24日（月） 当選人決定の公告
4 月 1 日（火） 総代就任

損害評価会委員（90人以内） 
○損害評価会委員は90人以内と事業規程で定められています。
○ 損害評価会委員は、災害発生に係る損害防止や組合の被害認定についての重要な事項に関し調査審議するほか、

評価地区ごとの均衡を図るため抜取調査を行います。
○損害評価会委員は学識経験者を有する者のうちから、組合長が総代会の承認を得て選任します。
○任期は令和7年4月1日から令和10年3月31日までの3年間です。

令和 7年 3月 31日の任期満了に伴い、総代選挙と損害評価会委員の改選が行われます。

農業共済・収入保険にご加入の皆様へ
「環境負荷低減のチェックシート」の提出にご協力ください

農業共済・収入保険にご加入の皆様へ

実施手続き、問合せ先については次のページへ

「「環環境境負負荷荷低低減減ののチチェェッッククシシーートト」」
のの提提出出ににごご協協力力くくだだささいい

----------------------------------------------------------------------------------------
----------------------------------------------------------------------------------------
----------------------------------------------------------------------------------------
----------------------------------------------------------------------------------------
----------------------------------------------------------------------------------------
----------------------------------------------------------------------------------------
----------------------------------------------------------------------------------------
----------------------------------------------------------------------------------------
----------------------------------------------------------------------------------------
----------------------------------------------------------------------------------------

適正な施肥

N P K

適正な防除 エネルギーの節減 悪臭・害虫の
発生防止

廃棄物の発生抑制
循環利用・適正処分

生物多様性への
悪影響の防止

環境関係法令
の遵守

G A S

「環境負荷低減のクロスコンプライアンス」の７つの基本的な取組

農林水産省では 「みどりの食料システム戦略」に掲げる環境負荷低減の
取組を推進するため、令和６年度から、各種補助事業を受けるに当たって、
環境にやさしい取組の実践を要件としています（「環境負荷低減のクロス
コンプライアンス」） 。

収収入入保保険険及及びび農農業業共共済済（（農農作作物物共共済済、、家家畜畜共共済済、、畑畑作作物物共共済済、、果果樹樹共共済済、、
園園芸芸施施設設共共済済））でではは、、環環境境ににややささししいい最最低低限限のの取取組組のの実実践践はは、、「「要要件件」」でで
ははあありりまませせんんが、皆様が日頃から実践されている環境にやさしい取組が消
費者にも伝わり、その評価にもつながることから、令和７年から加入申込
を行う農業者の皆様には、環境にやさしい最低限の取組の実践と「環境負
荷低減のチェックシート」の提出にご協力をお願いいたします。

令和６年７月

経営所得安定対策では、環境にやさしい最低限の取組の実践と「環境負荷低減の
チェックシート」の提出は「事業要件」ですので必ず取り組みましょう。!

地球温暖化による
気候変動

大規模自然
災害の増加

CO2メタン

農林水産業には環境によい多面的機能がある一方で、環境に負荷を与えている側面もあります

　農林水産省では「みどりの食料システム戦略」に掲げる
環境負荷低減の取組を推進するため、令和６年度から、
各種補助事業を受けるに当たって、環境にやさしい取組の
実践を要件としています（「環境負荷低減のクロスコンプラ
イアンス」）。 
　収入保険及び農業共済（農作物共済、家畜共済、畑作
物共済、果樹共済、園芸施設共済）では、環境にやさし
い最低限の取組の実践は、「要件」ではありませんが、皆

様が日頃から実践されている環境にやさしい取組が消費
者にも伝わり、その評価にもつながることから、令和７年
から加入申込を行う農業者の皆様には、環境にやさしい
最低限の取組の実践と「環境負荷低減のチェックシート」
の提出にご協力をお願いいたします。 

経営所得安定対策では、環境にやさしい最低限の取組の実践と
「環境負荷低減のチェックシート」の提出は「事業要件」です
ので必ず取り組みましょう。

農業共済・収入保険にご加入の皆様へ

実施手続き、問合せ先については次のページへ

「「環環境境負負荷荷低低減減ののチチェェッッククシシーートト」」
のの提提出出ににごご協協力力くくだだささいい

----------------------------------------------------------------------------------------
----------------------------------------------------------------------------------------
----------------------------------------------------------------------------------------
----------------------------------------------------------------------------------------
----------------------------------------------------------------------------------------
----------------------------------------------------------------------------------------
----------------------------------------------------------------------------------------
----------------------------------------------------------------------------------------
----------------------------------------------------------------------------------------
----------------------------------------------------------------------------------------

適正な施肥

N P K

適正な防除 エネルギーの節減 悪臭・害虫の
発生防止

廃棄物の発生抑制
循環利用・適正処分

生物多様性への
悪影響の防止

環境関係法令
の遵守

G A S

「環境負荷低減のクロスコンプライアンス」の７つの基本的な取組

農林水産省では 「みどりの食料システム戦略」に掲げる環境負荷低減の
取組を推進するため、令和６年度から、各種補助事業を受けるに当たって、
環境にやさしい取組の実践を要件としています（「環境負荷低減のクロス
コンプライアンス」） 。

収収入入保保険険及及びび農農業業共共済済（（農農作作物物共共済済、、家家畜畜共共済済、、畑畑作作物物共共済済、、果果樹樹共共済済、、
園園芸芸施施設設共共済済））でではは、、環環境境ににややささししいい最最低低限限のの取取組組のの実実践践はは、、「「要要件件」」でで
ははあありりまませせんんが、皆様が日頃から実践されている環境にやさしい取組が消
費者にも伝わり、その評価にもつながることから、令和７年から加入申込
を行う農業者の皆様には、環境にやさしい最低限の取組の実践と「環境負
荷低減のチェックシート」の提出にご協力をお願いいたします。

令和６年７月

経営所得安定対策では、環境にやさしい最低限の取組の実践と「環境負荷低減の
チェックシート」の提出は「事業要件」ですので必ず取り組みましょう。!

地球温暖化による
気候変動

大規模自然
災害の増加

CO2メタン

農林水産業には環境によい多面的機能がある一方で、環境に負荷を与えている側面もあります

総代選挙・損害評価会委員の改選時期となりました
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各共済事業各共済事業からのからの お知らせ

各
種
共
済
事
業
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
等
に
つ
き
ま
し
て
は
、
最
寄
り
の
支
所
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　近年、局地的な集中豪雨や大型台風等、長期間続く記録的高温、また中山間地を中
心としたイノシシなどによる獣害により、農作物等に対して甚大な被害が発生してい
ます。
　農業者につきましては、無保険状態とならないためにも、万が一の災害に備えて農
業共済に加入しましょう。

令和６年産の引受及び被害状況は以下のとおりとなりました。
引受状況

共済目的 引受方式 引受戸数
（戸）

引受面積
（ha）

共済金額
（千円）

水稲

半相殺 1,938 3,638 876,782

地域インデックス 16,756 16,569 14,919,445

全相殺 1 2 928

麦
災害収入共済 144 1,056 254,996

半相殺 2 6 362

なし 半相殺減収
総合短縮 110 55 190,368

大豆 全相殺 55 606 139,941

被害状況

共済目的 引受方式
共済金
支払戸数
（戸）

共済金
支払対象面積

（ha）

支払共済金
（千円）

災害名

水稲 半相殺 24 36 2,461 風水害、干害、虫害、
獣害

麦
災害収入共済 75 440 17,490 土壌湿潤害

半相殺 1 1 3 土壌湿潤害、獣害

なし 半相殺減収
総合短縮 26 8 5,432 虫害、病害

※ 水稲地域インデックス方式及び全相殺方式、大豆全相殺方式については、損害評価のとりまとめ中です。

※ 青色申告の農業者の方は、農業収入の９割まで補償する収入保険をおすすめしています。

果 樹 共 済農作物共済 畑作物共済

いばらき広域 2025 第9号5



令和６年４月～11月までの支払共済金２億４千万円で支払件数は287件となっています。
火災共済では雷以外の自然災害を起因とした事故は対象となりません。
未曾有の自然災害が年々増加しているので総合共済へのご加入をおすすめします。

建 

物 

共 

済

各共済事業各共済事業からのからの お知らせ

原因別支払共済金（令和6年4月～令和6年11月）

順位 罹災原因 支払共済金 割　合
1 火災等 197,639,379 80.4%
2 落雷 33,367,283 13.6%
3 その他 10,336,025 4.2%
4 自然災害 4,324,923 1.8%

合　　計 245,667,610

原因別支払件数（令和6年4月～令和6年11月）

順位 罹災原因 支払件数 割　合
1 落雷 191 66.6%
2 その他 56 19.5%
3 自然災害 23 8.0%
4 火災等 17 5.9%

合　　計 287

＊普通一般木造の場合、火災共済年間掛金11,200円 → 総合共済年間掛金28,800円（臨費30％附帯）

令和6年度事故の状況

　

近
年
、
各
地
で
台
風
や
発
達
し
た
低
気
圧
等
に

よ
る
自
然
災
害
が
多
発
し
て
い
ま
す
。

〇
水
稲
用
育
苗
ハ
ウ
ス
も
加
入
が
出
来
ま
す
。

　

詳
し
く
は
お
近
く
の
支
所
ま
で
お
問
合
せ
く
だ

さ
い
。

園
芸
施
設
共
済

もしもの時に備えて
園芸施設共済に加入しましょう。

自
然
災
害
に
備
え
て

自
然
災
害
に
備
え
て

火災

落雷

その他
自然災害

落雷

その他

火災

自然災害

共済関係の承継
　建物共済目的について譲渡又は相続その他の包括承継があった場合においては、包括承継人は
包括承継の日から14日以内に書面をもって、組合に承諾の申請をしなければなりませんので変更
等がありましたらご連絡願います。

手続きはお済みですか

いばらき広域 2025 第9号 6



各共済事業各共済事業からのからの お知らせ

確定申告が終わったら、NOSAIにご連絡ください確定申告が終わったら、NOSAIにご連絡ください

収
入
保
険
制
度

確定申告時期は 2月17日（月）～3月17日（月）
収入保険の税務申告書類等の提出期日は 4月17日（木）
提出が無いと令和６年の実績が確定されませんので速やかにお願いします。

皆さまの保険金等及び補償内容の算定をスムーズに行うために、以下の点を
お願いします。

○農作業日誌、販売に関する帳簿等の記録の保管をお願いします。
　 災害時の事故の状況把握が保険金算定に必要となる場合がありますので、その際はご提出
願います。

営農計画変更は速やかにご連絡ください
営農計画の変更をした場合は、農産物の作付後１ヵ月以内に通知することが
義務付けられています。特別な事情なく、通知が遅延すると、お支払いする
保険金等の全部又は一部を免責される場合がありますので、営農計画変更後
は速やかに連絡をお願いします。
例：作付する対象農産物の種類、栽培面積、見込収穫量の変更等

農業者のみなさん
経営を守る  収 入 保 険  加入のため

収入保険の加入申請時に青色申告を開始されていれば
翌年開始の収入保険に加入ができます。

☆農産物販売収入の減少を補償！

収入保険に
加入できます ! ※�令和7年から青色申告を開始されれば令和8年1月からの収入保険に加入

ができます。

最高で65万円の特別控除！（条件があります）
 専従者の給与額  を  必要経費  に参入できます！
損失額の  繰越し  や  繰戻し  ができます！
農業経営基盤強化準備金制度  等が使えます！☆節税できます！

メリットが
盛りだくさん！

青色申告は
難しくない

現金出納帳簿を整備して日々の取引を残高まで記帳・保存すれば
青色申告を行えます（簡易方式）
※�青色申告を新たに始める方は、原則その年の3月15日までに
　所轄の税務署に「青色申告承認申請書」を提出する必要があります。

をはじめましょう
青 告色 申

いばらき広域 2025 第9号7



今
回
紹
介
し
ま
す
「
愛
宕
山
」
は
、
笠

間
市
岩
間
地
域
に
あ
る
「
筑
波
山
地
域
ジ

オ
パ
ー
ク※
１

」
と
し
て
認
定
を
受
け
て
い
る

地
質
サ
イ
ト
内
の
標
高
3
0
6
ｍ
の
古
く

か
ら
地
元
に
愛
さ
れ
る
山
で
す
。　

春
に
は
桜
が
咲
き
誇
り
、
夏
は
新
緑
、

秋
は
紅
葉
、
冬
は
満
点
の
星
空
に
加
え
、

空
気
が
澄
ん
で
い
る
の
で
眺
望
が
抜
群
で

す
。
全
長
約
17 

km
に
及
ぶ
Ｊ
Ｒ
岩
間
駅
や

福
原
駅
を
始
点
と
し
た
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー

ス
も
整
備
さ
れ
、
私
が
訪
問
し
た
時
も
軽

装
の
普
段
着
で
歩
い
て
い
る
人
を
見
か
け

ま
し
た
。
ま
た
、
頂
上
付
近
ま
で
道
路
が

整
備
さ
れ
て
お
り
駐
車
場
も
あ
る
の
で
車

で
も
行
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
桜
の
時
季

は
約
20
種
2
0
0
0
本
も
の
桜
で
山
も
ピ

ン
ク
色
に
染
ま
り
、
標
高
差
と
種
類
に
よ

り
開
花
の
タ
イ
ミ
ン
グ
が
ず
れ
る
た
め
3

月
下
旬
か
ら
5
月
上
旬
ま
で
比
較
的
長
い

期
間
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

夏
は
新
緑
の
中
、
動
植
物
や
夜
空
の
観

察
会
を
す
る
親
子
連
れ
や
児
童
生
徒
も
多

く
訪
れ
ま
す
。

紅
葉
の
時
季
は
山
頂
か
ら
駒
場
方
面
に

降
り
た
と
こ
ろ
に
あ
る
滝
入
不
動
尊
が
お

す
す
め
。
お
堂
の
周
り
に
は
重
な
り
合
う

よ
う
に
イ
チ
ョ
ウ
や
も
み
じ
な
ど
の
木
々

が
生
い
茂
り
、
絶
妙
な
色
彩
の
紅
葉
を
見

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
見
頃
は
11
月
中
旬

か
ら
下
旬
で
、
静
寂
の
中
、
近
く
を
流
れ

落
ち
る
2
つ
の
滝
の
水
音
と
共
に
風
情
の

あ
る
雰
囲
気
に
包
ま
れ
ま
す
。

年
間
を
通
し
て
眺
望
が
良
い
所
で
す
が

冬
の
季
節
、
朝
の
早
い
時
間
帯
に
雲
海
が

出
現
し
、
幻
想
的
な
景
色
が
見

ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
雲

海
は
気
温
差
の
あ
る
季
節
に
発

生
し
や
す
い
と
言
わ
れ
、
前
日

に
雨
が
降
っ
た
天
気
の
良
い
寒

い
日
が
ね
ら
い
目
だ
そ
う
で
す
。

愛
宕
山
の
山
頂
に
あ
る
愛
宕

神
社
は
、
日
本
三
大
火
防
神
社

の
ひ
と
つ
と
言
わ
れ
て
お
り
、

創
建
が
大
同
元
年
（
8
0
6

年
）
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
歴
史

が
あ
る
神
社
で
す
。
愛
宕
山
に

は
昔
、
天
狗
た
ち
が
住
ん
だ
と
い
う
伝
説

が
あ
り
ま
す
。
羽
団
扇
を
も
っ
て
雲
に
の

り
、
大
空
を
矢
よ
り
も
早
く
飛
び
妖
魔
を

打
ち
払
い
、
厳
し
い
修
行
で
身
に
つ
け
た

術
に
よ
っ
て
重
い
病
人
を
救
っ
た
り
、
天

候
を
予
知
し
て
作
物
の
豊
凶
を
占
っ
た
り

し
て
、
人
々
を
幸
せ
に
し
て
い
た
そ
う
で

す
。
さ
ら
に
、
愛
宕
神
社
の
裏
に
あ
る
階

段
を
登
っ
て
い
く
と
、
そ
こ
に
は
飯い

い

綱つ
な

神

社
が
あ
り
、「
十
三
天
狗
の
祠
」
と
呼
ば

れ
る
石
の
ほ
こ
ら
が
あ
り
ま
す
。こ
れ
は
、

愛
宕
山
に
住
ん
で
い
た
十
三
天
狗
を
祀
っ

た
も
の
で
す
。
毎
年
12
月
の
第
3
日
曜
日

に
開
催
さ
れ
る
『
悪
態
ま
つ
り
』
は
、
三

大
奇
祭
に
も
数
え
ら
れ
る
無
病
息
災
の
お

祭
り
で
毎
年
多
く
の
人
で
賑
わ
い
ま
す
。

あ
た
ご
天
狗
の
森
に
は
、
大
駐
車
場

の
ほ
か
森
の
中
で
非
日
常
な
空
間
を

演
出
す
る
宿
泊
施
設
「
E
T
O
W
A 

K
A
S
A
M
A※２
」
や
あ
た
ご
フ
ォ
レ
ス
ト

ハ
ウ
ス
、
公
衆
ト
イ
レ
、
太
平
洋
ま
で
一

望
で
き
る
展
望
デ
ッ
キ
な
ど
が
あ
り
ま

す
。
皆
さ
ん
も
四
季
折
々
の
楽
し
み
方
が

で
き
る
愛
宕
山
を
訪
れ
て
み
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。　

～組合管内探訪～

『笠間市 愛宕山』『笠間市 愛宕山』

問合せ先：笠間市観光課
　笠間市中央三丁目2番1号
　TEL 0296-77-1101 / 0299-37-6611 （岩間地区）

　HP  https://www.city.kasama.lg.jp

※1　「ジオパーク」全国47か所
　　 https://tsukuba-geopark.jp/

※2　ETOWA KASAMA
　　 https://www.cigr.co.jp/etowa/kasama/

稲田みかげ石の大鳥居

滝入不動尊
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今回紹介します「かわちイルミネーション」
は2024年度で６回目を迎えます。見る人、訪れ
る人を温かく包み込むように光り輝く冬の風物詩
「かわちイルミネーション」は、町の賑わい創出
の一環として、未来へつなげていくことを目的に
取り組んでいます。会場の「かわち水と緑のふれ
あい公園」は周囲に灯りのない田園地帯にあり、
約50万球のLEDを使用したイルミネーションは
冬の新たな風物詩となっています。公園内を囲む
散策路沿いに河内町の四季をイルミネーションで
表現していて、春エリアは実際にある桜と新緑の
木々をイルミネーションで表現、夏エリアは藤棚
や町の花でもあるアジサイ、秋エリアは米どころ
河内町の稲穂やイメージキャラクターの「かわち

丸」くんがお出迎えしてくれます。また、冬エリ
アは高さ20mの針葉樹を青色のLEDで彩り、雪
に見立てた白色のLEDで幻想的な空間を演出して
います。さらに、公園内の不動免沼の水面に映る
逆さイルミネーションと相まって一層輝きを増し
た景色は圧巻です。
会場にはキッチンカーの出店や陸上でのプロ

ジェクションマッピング、土日祝日限定の屋根付
きこたつでイルミネーションを見
るイベントも開催しています。
寒い季節ではありますが国内
でも有数の規模を誇るイル
ミネーションにお出かけし
てみませんか。

第第99号号
20252025

新年のごあいさつ新年のごあいさつ

臨時総代会開催臨時総代会開催

農業共済功績者等・永年勤続者・農業共済功績者等・永年勤続者・
農業経営収入保険事業功績者並びに農業経営収入保険事業功績者並びに
建物農機具共済事業推進功績者等表彰建物農機具共済事業推進功績者等表彰

総代選挙・損害評価会委員改選総代選挙・損害評価会委員改選

「環境負荷低減のチェックシート」ご協力お願い「環境負荷低減のチェックシート」ご協力お願い

各共済事業からのお知らせ各共済事業からのお知らせ

ここ、いかっぺよ！『笠間市 愛宕山』ここ、いかっぺよ！『笠間市 愛宕山』

いま、いかっぺよ！「かわちイルミネーション」いま、いかっぺよ！「かわちイルミネーション」

主 な 内 容

表紙紹介

愛　宕　山
（笠間市）

「
愛
宕
山
」
は
、
笠
間
市
岩
間
地
域
に
あ
る
標
高

3
0
6
ｍ
の
天
狗
伝
説
の
残
る
山
で
す
。
山
頂
付

近
に
は
駐
車
場
と
ト
イ
レ
を
含
め
た
「
あ
た
ご
天

狗
の
森
」
が
整
備
さ
れ
て
お
り
、
大
パ
ノ
ラ
マ
を

体
感
で
き
る
自
然
公
園
で
す
。
関
東
平
野
に
抱
か

れ
る
霞
ケ
浦
や
涸
沼
、
日
が
暮
れ
る
と
水
戸
市
や

土
浦
市
の
夜
景
も
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
冬
を

迎
え
気
温
が
下
が
り
、
一
定
の
気
象
条
件
が
整
う

と
早
朝
に
表
紙
に
あ
る
よ
う
な
「
雲
海
」
を
拝
む

こ
と
が
で
き
ま
す
。

【所在地】〒319-0209 笠間市泉99－15
　　　　　(あたごフォレストハウス)

問合せ先：河内町まちづくり推進課　　稲敷郡河内町源清田1183
TEL 297-84-6976　　特設HP　https://kawachi-illumination.dhwschiba.com/

@楠瀬友将　撮影：楠瀬友将

2024年11月3日（日）～2025年2月16日（日） 17時～21時
点灯期間・時間

『かわちイルミネーション』『かわちイルミネーション』

 いま、いかっぺよ！
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　毎日寒い日が続きますが皆さんはいかがお過ごしで
しょうか。
　昨年は夏の猛暑から11月中旬に夏日を記録したと思
えば、わずか一月後の12月中旬には雪がちらつくなど
体調管理が難しい年になりました。昨年に限ったこと
ではありませんが春と秋はどこへ行ったのかと感じま
す。このような高温は農作物にも深刻な影響を及ぼし
ており、キャベツは定植が遅れたり、歩止まりが悪く

なって品薄になりました。また、いちごも高温の影響
で収穫時期が遅れるなど様々な影響を与えました。
　また、令和の米騒動などと言われ未だに米の価格が
高い状態も続いています。これもまた高温による品質
低下や収穫量減少が要因になったようです。
　今年は、どのような天候になるか分かりませんが、
人にも農作物にもやさしい年になってほしいものです。
 （A）

編 集
後 記

　 　 　  TEL 029－350－8815
　 　 　  TEL 029－306－6720
　 　 　  TEL 0296－72－7321

本 所
水 戸 支 所
笠 間 支 所

　 　 　  TEL 0294－72－6227
　 　 　  TEL 029－839－0160
　 　 　  TEL 0299－48－0042

常陸太田支所
つ く ば 支 所
家 畜 診 療 所

お問い合わせ先 いばらき広域農業共済組合

営農と暮らしを豊かにする情報が満載です。

☆生産現場のアイデアを満載
☆分かりやすい農政解説
☆丁寧な農業保険制度の説明
☆読みやすい紙面で、身近な話題がいっぱい

お申し込みは、お近くの支所までお問い合わせ

ください。

農業共済新聞を購読しませんか農業共済新聞を購読しませんか
月4回発行!

水曜日に
発行します

購読料年間
5,520円

（送料込）

購読料は
年間一括払い
（年極）で

お得 !!

毎号ご自宅に
郵送します

発行　いばらき広域農業共済組合  本所
　　　〒310-0914 茨城県水戸市小吹町940番地　TEL 029-350-8815　FAX 029-350-2773
　　　ホームページ：https://www.ibaraki-nosai.or.jp
編集　いばらき広域農業共済組合  本所 企画情報課
　　　Ｅメール： kikaku@ibaraki-nosai.or.jp　FAX 029-350-2773
印刷　佐藤印刷株式会社

応募方法

応 募 方 法

①
ク
イ
ズ
の
答
え

② 

広
報
紙
や
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
に　

対
す
る
ご
意
見
ご
要
望

③
郵
便
番
号　
④
住　
所

⑤
氏　
名　
　
⑥
電
話
番
号

⑦
職　
業　
　
⑧
年　
齢

正解者の中から抽選で40名様に図書カードをプレ
ゼントいたします。尚、当選者の発表は商品の発
送をもってかえさせていただきます。

はがきに、必要事項を記入のうえ、
いばらきNOSAIクイズ係までご応募ください。
同世帯１名までの応募とさせていただきます。

応募締切：令和７年２月末日（当日消印有効）

水
戸
市
小
吹
町
９
４
０

い
ば
ら
き
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ

ク
イ
ズ
係 

行

85円
3 1 0 0 9 1 4

①�

建
物
共
済
で
共
済
金
の
支
払
い
件
数
が
最
も
多
い

の
は
〇
〇
で
す
。

②�

収
入
保
険
で
営
農
計
画
を
変
更
し
た
場
合
は
、
農

産
物
の
作
付
後
〇
ヵ
月
以
内
に
通
知
す
る
。

①
、②
と
も
に
〇
〇
に
当
て
は
ま
る
言
葉
を
そ
れ
ぞ

れ
お
答
え
く
だ
さ
い
。

　
前
号
の
答
え
　

�

❶
総
合
　
❷
気
象
災
害

�

（
正
解
91
通
/
不
正
解
・
無
効
10
通
）
9
月
30
日
現
在

問  
題
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ

           

ク
イ
ズ

?

いばらき広域 2025 第9号 10


